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D: セルカリア＠遊泳	 	 	 	 	[１~数日の寿命]	
E: メタセルカリア＠魚類 	 	 	 	 	[約５ヶ月の寿命]	


































































	   	  （200cm×200cmコドラート、３反復）	  
	  →個体数カウント、湿重量測定、現地ラボでのOv感染チェック	  
　魚類：全ての魚類を対象に定性採集	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Why? 	  Ponds	  are	  too	  deep	  for	  Bithynia	  reproducQon	  ?	  
	   	  Ponds	  lack	  grass	  for	  reproducQon	  ?	  





1-­‐season	   	  2-­‐season	
Pond	   Channel	  

























2010/12(63)	 452	 21.7%	  
2011/03(59)	 357	 21.6%	
AccumulaQon	  of	  feces	
*	  OD:	  Outdoor	  DefecaQon	
年間1344人・日の野外排便位置のGPSによる同定とその集積地図（蒋、2011）	









2010/12(63)	 452	 21.7%	  
2011/03(59)	 357	 21.6%	
Weight	  of	  snail	  in	  survey	  site	
*	  OD:	  Outdoor	  DefecaQon	
ビセニア巻貝の個体数と人糞（＝虫卵）の集積（船津、丸山、神松、蒋、岩崎	






















































１　 ２  ３	
現場で採水	  
エタノール保存	
DNAの精製と増幅	
分析	  
・フィンガープリント	  
・シークエンス	
まとめ	
•  第１宿主の巻貝の生息環境に着目した。	  
•  水田、用水路など小規模で人工的な水域に主に
生息する。	  
•  灌漑化によって、灌漑水田で増加、用水路のコン
クリート化によって減少することが考えられる。	  
•  乾季の水田は、貝にとって安定した水域であり、
生活史の季節性も変化する可能性が高い。	  
•  今後は、貝体内での寄生虫成長期間、魚の季節
移動と合わせ、リスク評価につなげる。	  
